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発表演題名 市販鶏肉における多剤耐性大腸菌および食中毒菌の汚染状況 

発表学会名 日本獣医公衆衛生学会（中部） 
発表者名 永田 暁洋（保健衛生部細菌・ウイルス研究グループ） 

発表日時 平成 22 年 9 月 5 日 

発表内容  市販鶏肉の 80.4%（37 検体）からフルオロキノロン（FQ）耐性大腸菌

が分離され、高率に多剤耐性を示した。また、69.5%（32 検体）からサ

ルモネラ属菌が、47.8%（22 検体）からカンピロバクターが分離された。

FQ 耐性大腸菌について、血清型、保有病原因子、薬剤感受性および遺

伝子変異状況等の詳細な調査を行った。サルモネラについては血清型お

よび薬剤感受性を調査し、店舗および産地によって血清型別の検出率に

違いがみられた。 

市販鶏肉からそれぞれの菌が高率に分離されたが、各菌種の検出状

況、薬剤耐性、病原因子および血清型の傾向に明らかな相関は認められ

ず、同一検体で複数の項目を把握する重要性が示唆された。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


